
  

 

６月９日・１０日の２日間、オープン参観日を開催しました。今回は参

観学年や時間の制限をなくしての開催といたしました。２日間で、の

べ７０家庭の方々に子どもたちの様子を参観いただきました。ちょうど

階段でお出会いした〇年生のおばあ

ちゃんにお声かけしますと、「久しぶり

に孫の様子を観ることができました」

とお話しくださいました。子どもたちに

とっても、ご家族の方また、多くの方に

観ていただく中で発表や活動を経験

することは、一人ひとりの成長にとって

非常に大事なことと考えます。中には

お家の方を見つけて嬉しそうに取り組

んでいる低学年の子どもたちもいて

微笑ましかったです。 

また、地域にお住いの社会教育委

員さんにお声かけし、授業の様子を参

観いただきました。地域の方にも気軽

に来ていただける学校にするにはどう

すればよいか、委員の方よりアドバイ

スをいただきました。委員の方は全戸

配布の『セーフティ竹田っ子』を手に

し来校いただいていました。そこには

オープン参観２、３校時と書いていま

オープン参観日・地域とともにある学校づくり 



すが、２校時が何時から始まるかは書いて

いません。今回は一度学校に来て玄関の掲

示物で時間を確認し、再度来校いただいた

とのことでした。確かに保護者の方には全

戸配布分とは別に後日詳しい時間帯や教

科を案内していますが、地域の方が気軽に

来れる案内にはなっていないとご指摘をい

ただき気づいたような次第です。今回のよう

に指摘いただいたことを改善に活かすこと

が地域とともにある学校づくりにつながると

考えております。ありがとうございました。 

９日に開催した学校運営協議会では、コ

ロナ禍により控えていた地域との連携強化

を図るために、地域の方にサポートスタッフ

の募集を学校運営協議会より呼び掛けて

いただくことになりました。子どもたちを支援

いただく際の合言葉は、「できる人が、でき

るときに、むりなく、楽しく！」です。間もなく、

全戸配布でご依頼をさせていただきます。   

地域・保護者の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 


